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 昨日17日(月)、公立高校の推薦・特色選抜入試が行われました。また強い寒波の到来という予

報もあって当日の天気を心配していましたが、気象状況による混乱もなく予定どおり終えること

ができ、ほっとしているところです。学校としても、10日(月)の私立高校入試に引き続き、3年

生とともにひとつずつ山場を乗り越えていけることに喜びを感じています。 

 さて、明日から期末テストが始まります。昨年度までは、3年生で先に実施し、１・2年生は、

その後また別日程で行っていましたが、今年度から、全学年同一日程で行います。これにより、

１・2年生が例年に比べて１週ほど早まる日程での実施となりますが、3年生の緊張感に合わせて

キリッとした気持ちで挑んでくれることを期待しています。 

１・2年生については、３年生の公立高校一般入試（3/12）と時期を同じくして、3月6日(木)

に校内テストも予定しています。進級に向けて、最後まで学習に取り組む姿勢を維持してもらい

たいものです。１・2年生も、ガンバレ！！！ 

 

 
 

 年明け早々の１月 7 日～１7 日という短期間にもかかわらず、保護者の皆様には、本校の「学校評価」

にかかる「保護者アンケート」の回答にご協力いただき、厚くお礼申しあげます。 

早速、回答をとりまとめ、本校の教職員による校内評価の結果と合わせて、過日２月 4 日(火)に開催した

「学校運営協議会」でお示しし、委員の皆様から包括的にご意見や助言をいただいたところです。「自由記

述」の欄にも具体的にご記入いただき、ありがとうございました。 

 さて、「保護者アンケート」には全２2 の質問項目がありましたが、そのうち、「そう思う」「まあそう思

う」というプラス傾向の回答が８割～９割を占める項目が１5 項目ありました。ありがたいことです。とは

いえ、それら１5 の項目においても、「あまり思わない」「そう思わない」といったマイナス傾向の回答が１

割から２割程度あります。引き続き、より良い取組となるよう努めていきたいと思います。 

一方、全２2 の質問項目のうち、マイナス傾向の回答が３割～４割を占める項目が 7 つありました。こ

れらはいずれも、これまでから継続的な課題となっている項目です。今後についても、保護者の皆様のご協

力をいただきながら、さらに改善を図っていきたいと考えています。 

今号では、まず、そのマイナス傾向の回答が多かった 7 項目について掲載します。 
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学校評価にかかる「保護者アンケート」の回答結果を受けて 

５ 本校では、学力向上に向けた学習指導が充分

に行われていると思われますか。 
自由記述の中で、「補習授業をしてほしい」「宿題の提出は必

須といったルールを守らない生徒に甘すぎるのではないか」

「家庭での自学・自習の取り組み方を教えた方がいいのではな

いか」といった意見もいただいています。 

学習内容が次第に高度化する中、ＩＣＴの活用や小テスト等

によるこまめな繰り返し学習にも取り組んでいますが、学習し

た時にはできていても、しばらくすると忘れてしまう傾向も見

られます。確かな定着のための「復習」が必要であり、効果的

な家庭学習のやり方についても指導しているところです。 

 

回答結果をグラフ表示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 お子さんには、困ったときに相談できる先生

がいると思われますか。 
自由記述の中で、「多くの先生方から温かく見守り励まして

いただき、ありがたく思っています」という意見がある一方で、

「子どもの気持ちに寄り添う言葉かけや対応をしてほしい」、

「先生に注意される束縛感から、活発に行動する(遊ぶ)ことに

臆病になっていないか」といった意見もいただいています。 

思春期という大事な時期だからこそ、生徒の問題意識やとら

え方、行動理由をまずは受けとめつつ、認めたり自省を促した

りしながら、生徒とともに「考え合う」相談体制の工夫に引き

続き努めていきます。 

20 お子さんは、定時に自分で起きることができ

ていますか。 
今年度、新たに加えた項目です。関連する 19 番の「お子さん

は、遅くとも 23 時までには就寝していますか。」という質問で

は、肯定的な回答が８割を占める結果に対して、定時に自分で

起きられる肯定的な回答の割合は５割程度となっています。 

アラームを利用するなど、自分で起床する習慣は、遊ぶ時間、

スマホ等の利用時間、家庭学習の時間など、自分時間の調整能

力をも高めていきます。そして、そうした自律力は、「自立」に

もつながります。まず自分で起きて、朝の支度をルーティン化

して動けるよう、家庭での声かけをお願いします。 

15 お子さんは、家庭学習の習慣が身についてい

ると思われますか。 

16 お子さんは、部活動や用事のない休日に自分

の時間を有効に活用していると思われますか。 

18 お子さんは家で、「お手伝い」をよくしてい

ますか。 

21 ゲーム、インターネット、SNS 等の利用につ

いて家庭でルール（約束）を決め、それをお子

さんは守って対応できていますか。 

22 第２・第４水曜日の「シン・そうあんくんの

日」の取組は、お子様にとって効果があると思

われますか。 

 上記の質問項目 15・16・18・21 の回答結果は互いに関連して

いると、とらえています。そして、こうした傾向は、右記の質

問項目 22 の結果につながっているともとらえています。 

 授業や行事、部活動や校外でのクラブチームでの活動等、何

か決められたスケジュールがあれば、その中でがんばることが

できても、いざフリーの「自分時間」ができると何をしていい

か分からない、結局、ゲームやスマホ等で無為に過ごしてしま

うという生徒の状況に保護者の皆様も心配されていることが

よく分かります。自律力の育成は、まさに大きな課題です。 

 本年度から取り組んでいる「シン・そうあんくんの日」や「や

っぷーの日」。生徒にとっての「自分時間」の充実に向けて、そ

の日を家庭でどう過ごすかについて、保護者の皆様と考え合い

ながら、学校としても引き続き指導の工夫を図っていきます。 

Do something Do more Do better （まずやろう もっとやろう よりよくやろう） 
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